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研
究
ノ
ー
ト『

学
校
日
誌
』
に
記
録
さ
れ
た
「
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
附
『
特
別
日
誌
』―
―

佐　

藤　

久　

恵１
）

【
要
旨
】

　

本
稿
で
は
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
七
月
七
日
、
刈
田
郡
宮
尋
常
高
等
小

学
校
の
小
野
さ
つ
き
訓
導
が
、
校
外
で
の
美
術
の
授
業
（
写
生
）
の
た
め
に
担

任
す
る
児
童
と
共
に
写
生
場
所
と
設
定
し
た
白
石
川
に
訪
れ
、
暑
さ
の
た
め
か

偶
然
に
川
遊
び
を
始
め
て
溺
れ
た
児
童
の
う
ち
、
二
名
を
救
助
し
、
そ
の
後
、
一

名
と
共
に
溺
れ
殉
職
し
た
事
実
を
『
学
校
日
誌
』（
大
正
十
一
年
度
）
か
ら
追
跡

し
考
察
し
た
。

　

分
析
の
視
点
は
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
①
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
の
出
来

事
の
『
学
校
日
誌
』
へ
の
記
録
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
、
出
来
事
の
前

後
で
学
校
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
か
。
②
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
『
小

野
訓
導
殉
職
後
特
別
日
誌
』
と
称
さ
れ
た
文
書
は
ど
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
の

か
、
で
あ
る
。

　

学
校
内
部
の
公
的
文
書
『
学
校
日
誌
』
と
『
小
野
訓
導
殉
職
後
特
別
日
誌
』

の
記
録
を
確
認
し
、
紹
介
す
る
。

　
　
　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
： 

宮
尋
常
高
等
小
学
校
、
宮
城
県
公
文
書
館
、
小
野
さ
つ
き
訓
導
、

殉
職
、
学
校
日
誌
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一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
七
月
七
日
の
小
野
さ
つ
き
訓
導
（
以
下
、「
小
野

訓
導
」）
の
殉
職
が
『
学
校
日
誌
』（
大
正
十
一
年
度
）『
特
別
学
校
日
誌
』
で
ど
の
よ
う

に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
小
野
訓
導
の
殉
職
」
と
は
、
彼
女
が
、
当
時
、
宮
城
県
刈
田
郡
宮
尋
常
高
等

小
学
校
に
勤
務
し
て
い
て
、
校
外
学
習
で
担
任
児
童
に
写
生
を
さ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
絵

を
描
き
上
げ
た
後
に
、
暑
さ
の
た
め
か
、
偶
然
、
勝
手
に
白
石
川
で
水
遊
び
を
始
め
た
児

童
数
名
の
う
ち
、
三
名
が
溺
れ
、
そ
の
う
ち
の
二
名
を
救
助
し
た
も
の
の
、
も
う
一
人
の

児
童
を
救
助
し
き
れ
ず
共
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
出
来
事
を
指
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
こ
の
殉
職
を
め
ぐ
っ
て
こ
れ
ま
で
七
篇
の
研
究
ノ
ー
ト
を
発
表
し
て
き
た
１
。

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
『
学
校
日
誌
』（
大
正
十
一
年
度
）
及
び
『
特
別
学
校
日
誌
』
で

あ
る
。『
学
校
日
誌
』
は
、
多
く
の
学
校
で
日
々
の
業
務
の
記
録
と
し
て
執
筆
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
り
、
宮
尋
常
小
学
校
で
も
当
時
の
罫
紙
を
用
い
て
記
入
さ
れ
て
い
た
。『
特

別
学
校
日
誌
』
は
、
事
件
の
重
大
さ
に
鑑
み
て
記
録
を
作
成
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。

　

本
稿
の
翻
刻
は
『
学
校
日
誌
』
小
野
訓
導
の
事
件
と
そ
れ
に
関
わ
る
校
内
の
動
き
な
ど

の
情
報
を
拾
っ
た
も
の
で
あ
る
。
期
間
は
「
我
妻
校
長
本
朝
愛
知
県
方
面
ニ
学
事
視
察
ノ

タ
メ
出
張
」
と
記
さ
れ
て
い
る
七
月
一
日
の
前
日
（
六
月
三
十
日
）
か
ら
、
殉
職
の
出
来

事
が
起
こ
っ
た
七
月
七
日
、
そ
し
て
、
そ
の
後
、
十
数
日
間
と
し
た
。

二
、
解
　
題

（
一
）『
学
校
日
誌
』
の
様
式
に
つ
い
て

　
『
学
校
日
誌
』
は
、
今
日
で
も
日
々
の
記
録
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
歴
史
的
に
見

る
と
明
治
初
年
か
ら
多
く
の
小
学
校
で
作
成
さ
れ
て
き
た
。
大
正
時
代
に
は
、
定
型
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
、
大
正
十
一
年
年
当
時
の
宮
尋
常
高
等
小
学
校
の
様
式
は

「
資
料
一
」「
資
料
二
」
に
見
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
記
載
項
目
の
う
ち
毎
日
記
入
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
「
日
付
」「
曜
日
」「
気
象
」「
温
度
」「
職
員
の
出
欠
動
向
」「
児
童
の
入

退
学
」「
在
籍
出
欠
席
数
」「
記
事
」「
放
課
後
の
記
事
」「
責
任
者
」「
宿
直
者
」
等
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
ほ
か
に
、突
発
的
な
出
来
事
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、そ
れ
と
は
別
に
『
小

野
訓
導
殉
職
後
特
別
日
誌
』（
以
下
『
特
別
日
誌
』
と
す
る
）
が
存
在
し
て
い
る
。『
学
校

日
誌
』
は
、
初
期
に
は
慣
行
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
大
正
期
に
は
類

似
の
書
式
が
他
県
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
法
的
基
盤
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
『
学
校
日
誌
』（
大
正
十
一
年
度
）
の
書
式
は
、
当
該
年
度
四
月
一
日
か
ら
同
一
で
あ
る
。

記
入
の
様
子
は
、
①
校
長
印
、
日
直
印
、
宿
直
印
が
必
ず
押
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
②
日

付
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
日
の
天
気
、
気
温
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
（「
天
気
と
気
温
」

に
つ
い
て
は
「
一
定
の
検
温
時
間
」
が
あ
っ
た
か
は
不
明
）。
③
気
温
は
「
摂
氏
」
で
は
な

く
「
華
氏
」
で
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
④
職
員
関
係
の
記
事
は
出
張
や
欠
勤
等
が
記
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
⑤
児
童
に
関
す
る
記
事
は
、
主
に
入
・
退
学
が
記
さ
れ
、
時
に
死
亡

記
述
も
あ
る
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
児
童
の
人
数
に
増
減
が
生
じ
て
い
る
。
七

月
七
日
に
亡
く
な
っ
た
男
児
の
在
籍
は
、
七
月
九
日
か
ら
在
籍
数
減
で
反
映
さ
れ
て
い
る
。

事
象
と
デ
ー
タ
は
連
動
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
、『
学
校
日
誌
』
は
長
期
間
保
管
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、七
月
七
日
の
部
分
に
、「
救

ハ
レ
タ
ル
二
児
童
ノ
姓
名
「
大
庭
徳
治
（
東
京
方
面
ノ
今
□
□
里
）
昭
和
十
四
年
六
月

二
十
日
記
ス　

志
村
政
雄
（
昭
和
十
七
年
死
亡
）」
と
い
う
後
年
の
記
入
が
見
ら
れ
る
。

　

今
回
、『
学
校
日
誌
』
を
分
析
し
、
他
資
料
２
を
参
照
す
る
中
で
、
同
時
期
に
『
殉
職

に
関
す
る
特
別
日
誌
』
と
称
し
て
い
た
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
正
確
に
は
、「
特

別
日
誌
」（
資
料
二
）
と
称
す
る
文
書
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
『
学

校
日
誌
』
と
比
し
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
べ
き
な
の
か
は
、
筆
者
自
身
は
判
断
で

き
な
か
っ
た
。
理
由
は
、『
大
正
十
一
年
七
月
（
第
四
号
電
報
類
）
小
野
訓
導
ニ
関
ス
ル

文
書
綴
』
と
い
う
簿
冊
に
綴
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
、
し
か
し
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
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こ
と
、
ま
た
、
大
正
十
三
年
ま
で
の
墓
参
の
記
録
と
一
緒
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

（
二
）『
学
校
日
誌
』
に
関
わ
る
論
点

　

こ
こ
で
、『
学
校
日
誌
』
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
結
果
、
記
述
に
少
な
く
と
も
二
つ

の
論
点
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
つ
は
「
殉
死
」「
殉
職
」
の
語
の
使
用
が
い
つ
か
ら
使

わ
れ
始
め
た
か
い
う
問
題
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
『
学
校
日
誌
』
と
『
特
別
日
誌
』
の
関

係
で
あ
る
。

　
・「
殉
死
」「
殉
職
」
の
語

　
『
学
校
日
誌
』
の
七
月
七
日
当
日
の
記
事
の
記
述
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
一
、
第
五
時
小
野
訓
導
赤
淵
附
近
ノ
白
石
川
ニ
於
テ
殉
職
（
溺
死
）（
午
后
一
時
四
十

分
頃
）
尋
四
成
澤
與
右
ヱ
門
溺
死　
一
、
午
後
五
時
四
十
分
小
野
訓
導
及
成
沢
両
人
ノ
死

体
ヲ
職
員
室
ニ
運
ビ
哀
悼
式
ヲ
行
フ　
　

午
後
七
時
両
人
ノ
屍
ヲ
各
自　
　

宅
ニ
奉
送
セ

リ
」
す
な
わ
ち
、
当
日
は
、
小
野
さ
つ
き
訓
導
と
成
澤
与
右
衛
門
両
名
の
「
哀
悼
式
」
が

職
員
室
に
於
い
て
行
わ
れ
、
そ
の
後
両
名
の
遺
体
が
自
宅
に
「
奉
送
」
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
記
述
に
、「
小
野
訓
導
死
亡
（
殉
職
溺
死
）」
及
び
「
殉
職
（
溺
死
）」
と
い
う
表

現
が
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
他
の
資
料
も

見
比
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
少
な
く
と
も
日
付
の
点
で
は
、『
学
校
日
誌
』
が
最
も
早
い
か

ら
で
あ
る
。
当
日
以
降
に
作
成
さ
れ
た
『
特
別
日
誌
』
の
当
日
分
の
記
述
で
は
、「
殉
職
」

の
表
現
記
載
は
な
い
。
し
か
し
、『
特
別
日
誌
』
の
標
題
に
は
、「
殉
職
」
の
表
現
が
入
れ

込
ま
れ
て
い
る
。

　

七
月
八
日
の
記
述
に
も
「
殉
死
」「
殉
職
」
の
問
題
が
現
れ
る
。『
学
校
日
誌
』
に
よ
れ

ば
全
生
徒
に
小
野
訓
導
の
死
が
伝
え
ら
れ
る
。「
第
一
時
校
庭
ニ
於
テ
佐
藤
訓
導
ヨ
リ
小

野
先
生
ノ
殉
職
並
ニ
成
沢
与
右
ヱ
門
ノ
溺
死
に
就
キ
テ
ノ
訓
示
」
と
あ
り
、
佐
藤
訓
導
に

よ
っ
て
、
事
故
死
が
児
童
へ
説
明
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
「
殉
職
」
と
い
う
語

が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
特
別
日
誌
」
で
は
さ
ら
に
詳
し
く
、「
七
月
八
日
分
」
に

は
「
佐
藤
訓
導
児
童
一
同
ニ
殉
職
訓
導
小
野
［
用
紙
欠
損
不
明
］
先
生
並
ニ
溺
死
児
童
成

澤
与
右
衛
門
ニ
ツ
イ
テ
前
日
ノ
遭
難
ノ
状
況
ヲ
話
セ
リ
」
と
あ
り
、「
殉
職
訓
導
」
と
い

う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
・『
学
校
日
誌
』
と
『
特
別
日
誌
』
の
記
入
の
時
間
的
前
後
関
係

　

二
つ
の
日
誌
の
記
載
か
ら
、
い
ず
れ
が
先
に
書
か
れ
た
か
が
論
点
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

「
殉
職
」「
殉
死
」
と
い
う
語
は
ど
こ
か
ら
現
れ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。『
特

別
日
誌
』
の
七
月
七
日
に
は
「
殉
職
」
が
な
く
、『
学
校
日
誌
』
に
殉
職
が
あ
る
の
は
、

次
の
よ
う
な
関
係
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
特
別
日
誌
』
は
時
間
を
追
っ
て
書
か
れ
て
い
た
。

「
一
、
小
野
訓
導
宅
ヘ
ハ
堤
村
長
、
佐
藤
、
阿
部
両
訓
導　

末
谷
、
大
沼
ノ
両
教
員
、
帰

校
女
教
員
見
送
リ
ヲ
ナ
シ
午
後
十
一
時
帰
校
、

一
、
成
澤
與
右
衛
門
宅
ヘ
ハ
平
間
助
役
、
日
下
黒
沢
両
教
員
十
一
時
帰
校
ス
、

一
、
午
後
十
一
時
ヨ
リ
職
員
全
部
緊
急
協
議
会
ヲ
開
キ
夜
ハ
一
同
通
夜
」

　

以
上
を
解
釈
す
る
と
、
午
後
十
一
時
ま
で
の
様
子
が
書
か
れ
た
後
、
午
後
十
一
時
か
ら

の
緊
急
会
議
に
よ
り
、「
殉
職
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、そ
の
あ
と
七
月
七
日
の
『
学

校
日
誌
』
が
記
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
そ
の
会
議
の
前
に
書
か
れ
た
表
現
は
変
更

し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
七
月
八
日
の
記
入
は
、深
夜
の
会
議
で
の
決
定
に
従
っ
て
、「
殉
職
」

と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
た
。

（
三
）
記
録
に
よ
る
事
故
死
の
前
後
の
学
校
状
況
の
記
載

　
『
学
校
日
誌
』
と
『
特
別
日
誌
』
の
両
日
誌
か
ら
、
七
月
七
日
（
当
日
）
直
後
か
ら
の

学
校
の
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

　

当
日
は
、「
職
員
全
員
」
が
宿
直
者
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
小
野
訓
導
が
殉
職

し
た
七
月
七
日
に
は
「
職
員
全
部
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
七
月
八
日
以
後
は
二
名
が
宿

直
し
て
い
る
。
二
名
で
の
宿
直
期
間
は
、
宿
直
者
名
（
二
名
分
）
は
手
書
き
さ
れ
て
お
り
、

事
故
前
日
ま
で
は
印
鑑
が
押
さ
れ
、
一
名
で
の
宿
直
で
あ
っ
た
が
そ
れ
ら
の
点
で
変
化
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
七
月
二
十
二
日
（
土
）
に
宿
直
者
は
一
人
体
制
に
戻
っ
て
い
る
。
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き
訓
導
殉
職
」
に
つ
い
て

二
一
三



　

な
お
、
我
妻
校
長
は
小
野
訓
導
が
事
故
死
し
た
時
と
そ
の
前
後
の
七
月
一
日
か
ら
十
一

日
ま
で
出
張
で
不
在
で
あ
っ
た
。
校
長
印
に
つ
い
て
言
え
ば
、
六
月
三
〇
日
の
校
長
印
の

カ
所
は
、
佐
藤
訓
導
の
代
印
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
代
印
は
、
七
月
十
一
日
ま
で
続
く
。

　

七
月
八
日
は
、「
授
業　

ナ
シ
」
と
記
録
さ
れ
、
児
童
成
沢
与
右
衛
門
の
「
葬
儀
」
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
野
訓
導
の
葬
儀
は
翌
九
日
に
行
わ

れ
た
。
記
録
に
は
、「
午
后
二
時
自
宅
に
お
い
て
「
告
別
式
」
が
挙
行
午
后
三
時
出
棺
、

火
葬
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
午
後
八
時
ヨ
リ
村
葬
ニ
関
シ
テ
委
員
会
ヲ
開
ク
」

と
あ
る
。

（
四
）
事
故
死
前
の
学
校
の
様
子

　

資
料
か
ら
校
長
の
出
張
不
在
と
摂
政
宮
（
東
宮
殿
下
）
奉
迎
が
読
み
取
れ
る
の
で
ふ
れ

る
こ
と
に
し
た
い
。

・
校
長
の
不
在

　

六
月
三
十
日
か
ら
七
月
十
一
日
ま
で
の
期
間
は
校
長
が
「
愛
知
県
方
面
に
出
張
し
て
」

校
内
に
い
な
か
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
『
特
別
日
誌
』
の
七
月
七
日
の

記
録
の
み
を
翻
刻
し
『
学
校
日
誌
』
の
同
日
の
内
容
だ
け
比
較
し
て
確
認
し
た
。

・
東
宮
殿
下
の
通
過

　

事
故
死
の
前
日
七
月
六
日
に
摂
政
宮
殿
下
（
東
宮
殿
下
）
の
お
召
し
列
車
が
通
過
と
い

う
出
来
事
が
あ
っ
た
。『
学
校
日
誌
』
の
記
録
に
、「
放
課
後
職
員
児
童 

一
同
万
歳
河
原
ニ

於
テ
東
宮
殿
下
ヲ
奉
迎
ス
（
殿
下
御
召
列
車
三
時
四
十
分
御
通
過
）」
と
あ
る
。
写
生
場

所
と
し
て
小
野
訓
導
が
設
定
し
、
そ
の
奉
迎
の
体
験
の
追
想
を
さ
せ
た
か
っ
た
、
ま
た
は
、

こ
の
地
で
遠
近
法
を
教
え
る
こ
と
を
意
図
し
た
と
の
記
事
も
あ
る
が
３
、
筆
者
に
そ
の
根

拠
は
確
認
で
き
て
は
い
な
い
。
今
後
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
翻
刻
の
範
囲

で
は
確
認
で
き
な
い
。

三
、
考
　
察

　
『
学
校
日
誌
』『
特
別
日
誌
』
の
記
述
の
違
い
を
考
え
る
上
で
は
、
筆
者
の
前
稿
４
に
言

及
が
あ
る
の
で
、
佐
藤
訓
導
及
び
我
妻
校
長
の
「
進
退
伺
」
の
文
書
の
記
述
に
つ
い
て
ふ

れ
て
お
く
と
、
文
書
と
し
て
の
目
的
の
違
い
は
明
白
だ
が
、「
特
別
日
誌
」
に
「
遭
難
場

所
ヘ
応
急
手
当
用
ト
シ
テ
、
宮
伊
勢
屋
ヨ
リ
ゴ
サ
一
枚
／
敷
布
一
枚　

テ
ン
ト
一
枚
持
来

ル
、
同
和
泉
屋
ヨ
リ
白
敷
布
二
枚
、
ゴ
サ
二
枚
、
ム
シ
ロ
三
枚
、
／
藁
二
把
、
縄
二
把　

麻
細
引
一
把
買
ヒ
求
ム
」
等
と
あ
り
、
後
者
の
詳
細
さ
は
、
行
政
へ
の
進
退
伺
書
類
と
は

明
ら
か
に
異
な
る
。

　

ま
た
、「
我
妻
校
長
へ
緊
急
事
態
を
伝
え
る
た
め
に
五
カ
所
の
警
察
署
に
打
電
し
た
件
」

に
つ
い
て
は
『
特
別
日
誌
』
に
だ
け
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

概
要
を
記
し
た
も
の
が
『
学
校
日
誌
』
だ
と
す
る
と
、
内
部
事
情
を
も
記
載
し
た
も
の

と
し
て
『
特
別
日
誌
』
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
学
校
へ
の

訪
問
者
に
『
特
別
日
誌
』
を
見
せ
て
い
た
と
い
う
事
情
を
も
考
え
る
と
、
当
時
の
情
報
開

示
状
況
を
推
測
し
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
点
で
も
あ
る
。

【
謝
辞
】

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
遠
隔
で
も
あ
る
た
め
訪
問
が
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
宮
城
県
蔵

王
町
立
宮
小
学
校
小
野
さ
つ
き
訓
導
遺
徳
顕
彰
館
保
存
資
料
に
つ
い
て
、
蔵
王
町
教
育
委

員
会
社
会
教
育
指
導
主
事
佐
藤
洋
一
氏
が
特
別
の
配
慮
で
、
資
料
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
文
書
の
内
容
解
釈
及
び
翻
刻
に
つ
い
て
は
立
正
大
学
心
理
学

部
教
授
の
所
澤
潤
先
生
に
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
内
容
解
釈
に
つ
い
て
は
國
士
舘
大

学
非
常
勤
講
師
の
神
部
秀
一
先
生
か
ら
も
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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四
、
資
料
と
翻
刻

『
学
校
日
誌
』
の
画
像
を
、
六
月
三
十
日
か
ら
七
月
十
一
日
ま
で
、
計
八
日
分
（
一
頁
に
二

日
分
）
を
掲
出
し
た
。
そ
の
後
に
、
小
野
訓
導
に
関
す
る
部
分
の
み
を
七
月
二
十
二
日
分

ま
で
翻
刻
し
て
示
し
た
。

〇
凡
例

一 

、『
学
校
日
誌
』
を
資
料
一
、『
小
野
訓
導
殉
職
後
特
別
日
誌
』（『
特
別
日
誌
』）
を
資
料

二
、
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
原
資
料
の
一
部
を
画
像
で
揚
げ
た
。

二 

、
資
料
の
翻
刻
に
際
し
て
は
、
で
き
る
限
り
資
料
の
内
容
に
忠
実
に
な
る
よ
う
に
留
意

し
、
改
行
は
原
文
書
の
改
行
部
分
通
り
と
し
、
記
事
の
内
、
改
行
の
あ
る
部
分
に
つ
い

て
は
「
／
」
を
挿
入
し
て
一
行
に
翻
刻
す
る
。

三 

、
漢
字
は
原
意
を
損
な
わ
な
い
限
り
、
常
用
漢
字
体
の
あ
る
も
の
は
、
常
用
漢
字
体
に

改
め
た
。
未
判
読
文
字
は
□
で
示
し
た
。

四
、
翻
刻
内
に
、［　

］
で
示
し
た
の
は
、
筆
者
の
加
筆
や
説
明
で
あ
る
。

五 

、『
学
校
日
誌
』
に
は
、
罫
線
に
よ
っ
て
欄
が
設
け
ら
れ
、
項
目
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

項
目
名
は
、【
校
長
印
】【
主
任
印
】【
宿
直
印
】【
日
付
曜
日
】【
気
象
】【
温
度
（
華
氏
）】

【
職
員
】
の
関
係
記
事
、
児
童
関
係
記
事
で
【
入
退
学
事
故
】、【
宿
直
記
事
】
で
あ
る
。

画
像
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
月
日
、
曜
日
、
気
温
、
児
童
数
な
ど
は
、
印
刷
配
置
さ
れ

た
漢
字
と
漢
字
の
間
に
記
入
す
れ
ば
よ
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

 　

例
え
ば
、
六
月
三
十
日
の
う
ち
、
月
と
日
は
活
字
で
あ
る
が
、
六
月
三
十
日
と
翻
刻

し
た
。
校
長
、宿
直
の
欄
は
、殆
ど
が
印
に
な
っ
て
い
る
が
、翻
刻
で
は
【
校
長
】
㊞
（
佐

藤
）
の
よ
う
に
し
た
。
空
欄
の
項
目
は
翻
刻
で
は
省
略
し
た
。

六 

、『
学
校
日
誌
』
の
欄
外
に
記
載
の
あ
る
の
も
の
の
う
ち
、
小
野
訓
導
殉
職
に
関
係
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
【
欄
外
記
載
】
と
示
し
た
。

資
料
一
　『
学
校
日
誌
』「
六
月
三
十
日
か
ら
七
月
三
日
」
と
「
七
月
四
日
か
ら
七
月
七
日
」

佐藤　久恵

『
学
校
日
誌
』
に
記
録
さ
れ
た
「
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
」
に
つ
い
て

二
一
五



資
料
二
　『
小
野
訓
導
殉
職
後
特
別
日
誌
』
と
あ
る
文
書
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資
料
一

【
学
校
日
誌
】

校
長
㊞
（
佐
藤
）
七
月
一
日
土
曜　
［
佐
藤
訓
導
の
代
印
は
前
日
か
ら
で
あ
る
］

日
直
㊞
（
日
下
）
宿
直
㊞
（
阿
部
）【
気
象
】
晴
【
温
度
】
八
六
度

【
職
員
】

一
、
我
妻
校
長
本
朝
愛
知
県
方
面
／
ニ
学
事
視
察
ノ
タ
メ
出
張

　
【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

校
長
㊞
（
佐
藤
）
七
月
二
日
　
日
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
㊞
（
黒
沢
）

【
気
象
】
曇
【
温
度
】
七
四
度

【
職
員
】

一
、
我
妻
校
長
前
仝
断

【
記
事
】

一
、
日
直
㊞　

小
野　
［
記
録
の
あ
る
か
ぎ
り
、
小
野
訓
導
は
６
回
目
の
日
直
で
あ
る
］

【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

校
長
㊞
（
佐
藤
）
七
月
六
日
　
木
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
黒
沢
）［
手
書
き
］

【
気
象
】
曇
【
温
度
】
八
一
度

【
記
事
】

一
、
外
部
整
列

一
、
午
前
九
時
始
業
授
業

　
　

四
時
限

　
　

 

第
一
時　

校
庭
修
身
／
放
課
後
職
員
児
童
／
一
同
万
歳
河
原
ニ
於
テ
／
東
宮
殿
下
ヲ

奉
迎
ス

　
　
（
殿
下
御
召
列
車
三
時
四
十
分
御
通
過
）

【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

校
長
㊞
（
佐
藤
）　
七
月
七
日
　
金
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
職
員
全
員
）［
手
書
き
］

【
気
象
】
晴
【
温
度
】
八
五
度

【
職
員
】

一
、
我
妻
校
長
前
仝
断

一
、
小
野
訓
導
死
亡
（
殉
職
溺
死
）

【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】
尋
四
成
沢
与
右
ヱ
門
死
亡
（
溺
死
）

【
記
事
】

一
、
外
部
整
列

一
、
第
五
時
小
野
訓
導
赤
淵
／
附
近
ノ
白
石
川
ニ
於
テ
殉
職
（
溺
死
）

　
　
（
午
后
一
時
四
十
分
頃
）

　
　

尋
四
成
澤
與
右
ヱ
門
溺
死

一
、 

午
後
五
時
四
十
分
小
野
訓
導
及
／
成
沢
両
人
ノ
死
体
ヲ
職
員
室
ニ
／
運
ビ
哀
悼
式
ヲ

行
フ
／
午
後
七
時
両
人
ノ
屍
ヲ
各
自
／
宅
ニ
奉
送
セ
リ

 

志
村
政
雄
（
昭
和
十
七
年
死
亡
）

一
、 

救
ハ
レ
タ
ル
二
児
童
ノ
姓
名　

大
庭
徳
治
（
東
京
方
面
ノ
今
□
□
里
）
昭
和
十
四
年

六
月
二
十
日
記
ス

【
宿
直
記
事
】

　

職
員
一
同
御
通
夜

【
在
籍
数
】【
尋
常
】
男
・
二
一
四　

女
・
二
〇
七　

計
・
四
二
一

校
長
㊞
（
佐
藤
）　
七
月
八
日
　
土
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
堤
・
日
下
）［
手
書
き
］

【
気
象
】
晴
【
温
度
】
八
八
度

【
職
員
】

一
、 

第
一
時
校
庭
ニ
於
テ
佐
藤
／
訓
導
ヨ
リ
小
野
先
生
ノ
／
殉
職
並
ビ
ニ
成
沢
与
右
ヱ
門

ノ
／
溺
死
ニ
就
キ
テ
ノ
訓
示

佐藤　久恵

『
学
校
日
誌
』
に
記
録
さ
れ
た
「
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
」
に
つ
い
て

二
一
七



一
、
授
業
ナ
シ

一
、 
本
日
午
後
五
時
、
成
沢
与
右
ヱ
門
／
ノ
葬
儀
ニ
堤
、
阿
部
、
黒
澤
、
末
谷
、
／
大
沼
、

教
員
並
ニ
本
校
児
童
代
表
／
二
名
及
宮
司
方
面
児
童
全
部
会
葬

【
在
籍
数
】【
尋
常
】
男
・
二
一
四
　
女
・
二
〇
七
　
計
・
四
二
一

【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

校
長
㊞
（
佐
藤
）　
七
月
九
日
　
日
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
佐
藤
、
日
下
）［
手
書

き
］

【
気
象
】
晴
【
温
度
】
八
七
度

【
記
事
】

一
、 

本
日
午
後
二
時　

故
小
野
／
訓
導
自
宅
ニ
於
テ
／
告
別
式
挙
行
午
后
三
時
／
出
棺
火

葬
／
佐
藤　

堤　

末
谷　

大
沼
教
員
／
高
等
科
女
児
会
葬

一
、
午
後
八
時
ヨ
リ
村
葬
ニ
／
関
シ
テ
委
員
会
ヲ
開
ク

【
在
籍
数
】【
尋
常
】
男
・
二
一
三　

女
・
二
〇
七　

計
・
四
二
〇

【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

校
長
㊞
（
佐
藤
）　
七
月
十
日
　
月
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
阿
部
、
黒
沢
）［
手

書
き
］

【
気
象
】
晴
【
温
度
】
八
九
度

【
記
事
】

一
、
午
前
六
時　

故
小
野
訓
導
／
ノ
納
骨
式
ニ
黒
沢
、
大
沼
／
教
員　

□
□　

参
列

一
、
阿
部
訓
導　

佐
々
木
／
吉
三
郎
先
生
ヲ
白
石
□
□
／
出
迎
ス

一
、
午
后
七
時
ヨ
リ
青
年
団
／
役
員
会
開
催

【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

校
長
㊞
（
佐
藤
）　
七
月
十
一
日
　
火
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
日
下
、
阿
部
）［
手

書
き
］

【
気
象
】
晴
【
温
度
】
八
八
度

【
職
員
】

一
、
我
妻
校
長
午
後
十
一
時
帰
校

【
記
事
】

一
、
東
京
ヨ
リ
我
妻
校
長
出
シ
／
電
報
午
前
十
時
□
□

校
長
㊞
（
我
妻
）　
七
月
十
二
日
　
水
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
堤
、
亘
澤
）［
手
書

き
］

【
気
象
】
晴
【
温
度
】
八
八
度

【
記
事
】

一
、
村
葬
準
備
／
児
童
随
意
参
拝
／
午
后
七
時
第
一
部
青
年
団
／
員
の
村
葬
奉
仕

　

□
□
□
□
第
一
部
役
員
会
を
／
開
く

　
【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

校
長
㊞
（
我
妻
）　
七
月
十
三
日
　
木
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
職
員
全
部
御
通
夜
）

［
手
書
き
］

【
気
象
】
晴
【
温
度
】
八
七
度

【
記
事
】

一
、
午
后
□
時
佐
藤
訓
導
／
高
等
科
男
生
十
一
名
／
小
野
先
生
の
遺
骨
迎
へ

一
、
午
后
六
時
到
着
村
□
□
／
職
員
児
童
一
同
お
迎
へ

　
　

午
后
六
時
半
児
童
一
同
へ
／
我
妻
校
長　

佐
藤
訓
導
／
よ
り
訓
示

一
、
夜
八
時
よ
り
念
仏
お
通
夜

【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

校
長
㊞
（
我
妻
）　
七
月
十
四
日
　
金
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
日
下
、
阿
部
）［
手
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一
、
日
直　

末
谷
ふ
よ
の

【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

校
長
㊞
（
な
し
）　
七
月
十
七
日
　
月
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
阿
部
、
黒
沢
）［
手

書
き
］

【
気
象
】
暴
雨
【
温
度
】
八
三
度

【
職
員
】

一
、
我
妻
校
長
県
庁
ニ
出
張

【
記
事
】

一
、
外
部
整
列

一
、
第
一
、
二
時
校
舎
内
外
／
各
級
教
室
大
掃
除

　
　

第
三
時
、
佐
藤
訓
導
ヨ
リ
／
校
庭
修
身

　
　

第
四
時
、
職
員
児
童
一
同
／
小
野
先
生
墓
参

　
　

第
五
時
各
級
□
室
訓
示

一
、
来
校
者　

小
野
先
生
宅
ヨ
リ
／
貞
勝
氏
外
一
名
御
礼
ト
シ
テ
来
校

【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

校
長
㊞
（
我
妻
）　
七
月
十
八
日
　
火
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
佐
藤
、
堤
）［
手
書

き
］

【
気
象
】
曇
【
温
度
】
八
〇
度

【
記
事
】

一
、
外
部
整
列

一
、
佐
藤
武
氏
（
大
日
本
学
術
協
会
／
幹
事
）

　
　

 

白
石
町
斉
藤
□
写
真
□
□
□
／
来
校
／
□
□
書
拾
四
冊
小
野
先
生
／
殉
職
記
念
□

□
寄
贈
）

一
、
小
野
先
生
別
家
小
野
今
朝
／
五
郎
氏
ゴ
ロ
タ
イ
プ
商
会
員
／
八
巻
義
一
氏
同
道
来
校

書
き
］

【
気
象
】
晴
【
温
度
】
八
七
度

【
欄
外
に
記
述
あ
り
】

萱
場
県
視
／
学　

本
県
知
／
事
代
理
と
し
て
／
小
野
先
生
宅
／
へ
寄
る

【
記
事
】

一
、
午
前
十
一
時
よ
り
読
経

一
、
午
后
一
時
出
棺
葬
儀
／
午
后
六
時
経
す

一
、 

小
野
先
生
の
遺
骨
を
職
員
／
児
童
及
び
青
年
処
女
会
員
全
部
／
村
境
ま
で
送
る 

但 

我
妻
校
長
／
堤
訓
導
は
小
野
家
ま
で

　
　

帰
校
午
后
十
一
時

【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

校
長
㊞
（
我
妻
）　
七
月
十
五
日
　
土
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
佐
藤
、
黒
沢
）［
手

書
き
］

【
気
象
】
晴
【
温
度
】
八
五
度

【
記
事
】

一
、
高
等
科
児
童
全
部
／
出
校　

校
舎
内
外
の
後
／
整
理
を
な
す

一
、
尋
常
科
全
部
□
□
／
休
業

【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

校
長
㊞
（
佐
藤
）　
七
月
十
六
日
　
日
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
堤
、
日
下
）［
手
書

き
］

【
気
象
】
晴
―
曇
【
温
度
】
八
五
度

【
職
員
】

一
、
我
妻
校
長
郡
衛
ニ
出
張

【
記
事
】

佐藤　久恵

『
学
校
日
誌
』
に
記
録
さ
れ
た
「
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
」
に
つ
い
て

二
一
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【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

校
長
㊞
（
我
妻
）　
七
月
二
十
日
　
木
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
日
下
、
黒
沢
）［
手

書
き
］

【
気
象
】
晴
【
温
度
】
八
四
度

【
記
事
】

一
、
外
部
整
列

　
　

第
一
校
時　

校
庭
訓
示

　
　

第
二
校
時　

小
野
先
生
墓
参

一
、
来
校
者

　
　

東
京
□
画
館
出
張
員
／
小
野
喜
作
氏

【
宿
直
記
事
】【
宿
直
氏
名
】　

日
下　

黒
沢
［
手
書
き
］

一
、
来
校
者
／
大
庭
常
五
郎
ギ
／
（
小
野
先
生
霊
前
ニ
テ
／
読
経
）

　
［
祭
壇
が
宿
直
室
に
飾
っ
て
あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
で
の
読
経
と
考
え
ら
れ
る
］
５
【
注
前

掲
『
小
野
訓
導
の
死
と
其
の
前
後
』
隆
文
館
十
八
―
十
九
頁
】

　
　

佐
藤
、
阿
部
訓
導

【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

校
長
㊞
（
我
妻
）　
七
月
二
十
二
日
土
曜
　
主
任
㊞
（
日
下
）
宿
直
（
黒
沢
）［
手
書
き
］

【
気
象
】
晴
【
温
度
】
九
二
度

【
職
員
】

一
、 

我
妻
校
長
及
佐
藤
堤
日
下
阿
部
訓
導
／
故
小
野
訓
導
講
演
会
ニ
出
席
ノ
タ
メ
／
仙
台

へ
出
張
［
講
演
会
は
仙
台
市
宮
城
師
範
で
行
わ
れ
た
］

【
記
事
】

一
、
外
部
整
列

一
、
短
縮
授
業
二
時
限

一
、
来
校
者
／
大
河
原
校
女
教
員　

七
名
／
来
校
（
小
野
訓
導
墓
参
）
／
森
久
三
郎
氏

【
児
童
】【
入
退
学
事
故
】［
記
載
な
し
］

資
料
二

【
小
野
訓
導
殉
職
後
特
別
日
誌
】

七
月
七
日
（
金
）　　

参
考　

七
月
四
日
雨　

同
五
日
雨　

同
六
日
晴　

午
後
三
時
四
十

分
東
宮
殿
下
御
召

 

列
車
仙
台
ニ
向
ケ
当
現
場
通
過

一
、
我
妻
校
長
目
下
愛
知
県
方
面
の
学
事
視
察
の
た
め
出
張
中
、

（
七
月
一
日
出
発
十
二
日
マ
テ
ノ
予
定
）

一
、
午
后
一
時
五
十
分
頃
尋
四
児
童
ヨ
リ
小
野
訓
導
ト
児
童
成
澤
／
與
右
衛
門
ト
ハ
中
川

原
方
面
の
白
石
河
中
ニ
溺
ル
ト
ノ
急
報
ニ
接
／
シ
、
職
員
一
同
直
チ
ニ
現
場
ニ
赴
キ
タ
ル

時
ハ
既
ニ
両
名
共
水
中
ニ
／
没
シ
居
レ
リ
、
直
チ
ニ
捜
索
ヲ
ナ
ス
、

一
、一
方
、
村
医
、
役
場
、
警
察
署
、
白
石
病
院
、
／
溺
死
者
自
宅
ニ
急
ヲ
報
ジ
且
ツ
警

鐘
ヲ
乱
打
シ
テ
／
応
援
ヲ
求
ム
、

一
、
多
数
ノ
応
援
者
ニ
ヨ
リ
極
力
捜
索
シ
タ
ル
結
果
、
午
後
二
／
時
頃
小
野
訓
導
ノ
屍
体

ヲ
深
サ
約
五
尺
五
寸
位
ノ
処
ニ
テ
発
見
／
児
童
與
右
衛
門
の
屍
体
ハ
小
野
訓
導
屍
体
発
見

後
約
／
四
十
分
ニ
シ
テ
同
所
ヨ
リ
約
二
十
間
程
ノ
上
流
（
現
在
の
標
柱
処
ヨ
リ
／
真
東
方

面
）
水
中
深
サ
約
八
尺
ヨ
リ
発
見

一
、
屍
体
発
見
後
、
山
家
村
医
、
遠
藤
村
医
、
坂
東
白
石
病
院
／
長
、
広
瀬
白
石
町
医
ノ

四
名
ヨ
リ
応
急
手
当
ヲ
午
後
／
五
時
半
頃
迄
施
シ
タ
ル
モ
、
両
名
共
遂
ニ
蘇
生
ス
ル
ニ
至

ラ
ズ

一
、
午
後
五
時
四
十
分
両
屍
体
ヲ
学
校
職
員
室
内
ニ
運
ビ
警
／
官
立
会
検
死
ノ
上
、
僧
侶

三
名
ヨ
リ
ノ
読
経
並
ニ
参
列
／
者
一
同
（
遺
族
、
郡
官
吏
、
役
場
員
、
学
校
職
員
等
約
／

三
十
人
）
の
焼
香
ヲ
ナ
シ
午
後
七
時
両
屍
体
ヲ
夫
々
各
自
宅
／
ニ
送
ル

一
、
小
野
訓
導
宅
ヘ
ハ
堤
村
長
、
佐
藤
、
阿
部
両
訓
導　

末
谷
、
大
沼
／
ノ
両
教
員
、
帰
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校
女
教
員
見
送
リ
ヲ
ナ
シ
午
後
十
一
時
帰
校
、

一
、
成
澤
與
右
衛
門
宅
ヘ
ハ
平
間
助
役
、
日
下
黒
沢
両
教
員
十
一
時
帰
校
ス
、

一
、
午
後
十
一
時
ヨ
リ
職
員
全
部
緊
急
協
議
会
ヲ
開
キ
／
夜
ハ
一
同
通
夜

一
、
遭
難
場
所
ヘ
応
急
手
当
用
ト
シ
テ
、
宮
伊
勢
屋
ヨ
リ
ゴ
サ
一
枚
／
敷
布
一
枚　

テ
ン

ト
一
枚
持
来
ル
、

　
　

同
和
泉
屋
ヨ
リ
白
敷
布
二
枚
、
ゴ
サ
二
枚
、
ム
シ
ロ
三
枚
、
／
藁
二
把
、
縄
二
把　

麻
細
引
一
把
買
ヒ
求
ム

一
、
同
ジ
ク
内
親
悪
土
ヨ
リ
藁
四
把　

ム
シ
ロ
二
枚
借
用

一
、
午
後
八
時
出
張
中
ノ
我
妻
校
長
（
急
ヲ
告
グ
ル
タ
メ
左
ノ
警
察
署
ニ
打
電
ス
／
大
阪
、

神
戸
、
名
古
屋
、
広
島
、
五
カ
所　
［
破
損
に
よ
る
不
明
］

【
欄
外
】
一
、
現
場
ニ
於
ケ
ル
尋
四
／
児
童　

□
□
□
／
引
キ
上
ケ
人
員
点
呼

【
次
頁
欄
外
】　

自
宅
ニ
照
会
シ
タ
ル
結
果
健
在
ナ
リ
／
佐
藤
訓
導
ハ

一
、
小
野
訓
導
見
送
後
、
白
□
ニ
出
／
郡
／
ニ
事
件
ノ
報
告
シ
テ
午
前
一
時
帰
校
、

１　

以
下
、
七
編
で
あ
る
。
佐
藤
久
恵
「
道
徳
教
材
と
し
て
の
殉
職
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
小

野
さ
つ
き
訓
導
遺
徳
顕
彰
館
に
ふ
れ
な
が
ら
―
」『
東
京
未
来
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
〇
号
、

二
〇
一
七
年
、
二
一
一
―
二
二
〇
頁
、
同
「
小
野
さ
つ
き
訓
導
の
人
命
救
助
と
殉
職
の
捉
え

に
つ
い
て
の
考
察
―
鷹
野
つ
ぎ
の
随
筆
と
『
少
女
の
友
』
小
野
訓
導
追
慕
号
に
ふ
れ
な
が
ら

―
『
東
京
未
来
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
四
九
―
一
五
四
頁
、
同
「
雑

誌
『
婦
人
世
界
』
に
み
ら
れ
る
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
の
反
響
と
そ
の
意
味
『
東
京
未
来
大

学
研
究
紀
要
』
第
一
三
号
、
二
〇
一
九
年
、
一
五
七
―
一
六
四
頁
、
同
「
雑
誌
『
令
女
界
』

に
お
け
る
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
に
つ
い
て
の
考
察
」『
東
京
未
来
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
四

号
、
二
〇
二
〇
年
、
一
九
七
―
二
〇
二
頁
、
同
「
公
文
書
に
表
現
さ
れ
た
小
野
さ
つ
き
訓
導

殉
職
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
東
京
未
来
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
五
号
、
二
〇
二
一
年
、

二
三
一
―
二
四
三
頁
、
同
「
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
難
情
報
の
伝
播
―
緊
急
事
態
は
電
報
で
ど

の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
か
―
『
東
京
未
来
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
二
二
年
、

一
八
五
―
一
九
七
頁
、
同
「
小
野
さ
つ
き
訓
導
と
大
正
新
教
育
―
『
小
学
校
教
授
日
録
』
の

記
録
か
ら
―
『
東
京
未
来
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
七
号
、
二
〇
二
三
年
、
二
二
九
―
二
四
〇

頁
２　

佐
藤
武
『
小
野
訓
導
の
死
と
其
の
前
後
』
隆
文
館
三
九
―
四
九
頁
、
阿
子
島
雄
二
編
『
あ

あ
小
野
訓
導
』
株
式
会
社
三
愛　

八
―
一
三
頁

３　
『
河
北
新
報
』
大
正
十
一
年
七
月
八
日
、
ま
た
は
九
日
付

４　

前
掲
「
公
文
書
に
表
現
さ
れ
た
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
二
三
一
―

二
四
三
頁

５　

前
掲
『
小
野
訓
導
の
死
と
其
の
前
後
』
隆
文
館
一
八
―
一
九
頁

（
さ
と
う　

ひ
さ
え
）

 

【
受
理
日　

２
０
２
３
年
11
月
22
日
】

佐藤　久恵

『
学
校
日
誌
』
に
記
録
さ
れ
た
「
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職
」
に
つ
い
て

二
二
一


